
(5) 選択来事船区間の全区間を通過する乗車券で，同区間内

から分岐となる経路変更は，旅客巡貨計J):経路から分岐する場

合には突際に分岐となる駅を変更開始駅とし， 旅客巡貨計算経

路でない駅から分岐する場合には選択乗車区間の分岐釈を変更

開始駅として旅客巡j互の計算をする。

(6) 経路の変更となる区間が 2 r.lli所以上となる場合または経

路変更と爽越 ・ 方向変更 ・ 発駅変更 ・ 上級乗換とが競合する場

合には，これらの変更区間を通じたもの (変更区聞が 2 区間以

上あるときは， その変更区間内にある原券区間を含む)を l 変

更区間とみなして旅客運賃の計算をする。なおこの場合の手数

料は 10 円 である。

(7) 巡行不能によって他経路衆平船中の旅客が，その他経路

来事船中の駅からの経路変更をする場合には，他経路采lJï船の

取扱はI町f~ されるから，原券に対する経路変更として旅客述氏

の計 3手をする。

8 通用)U] I悶

原乗車券のi並周期l聞からすでに経過した日数(取扱の当日は

算入しなし、)を位除した残余の日数とする。

9 乗車券類の処理

原乗車券を回収してべつに車内干iIì充券または特殊補充券を発

行して旅客に交付するが， 電車lill転区間の一部または自動車線

の一郎等においては， 特殊様式の車内補充券 ・ 自動車区間変更

券を発行して旅客に交付し， IJ.在来事券と併用して使用する。

(平林喜三造)

ケーじクロ ッシン グ K 字クロ ッシング (芙) center frog 

(of cross匤g) 本徽叉(てっさ)の 1 形式。 クロ ッシ γグの形状

が K の字に似てい るのでこの名前がある。 センタ ー ク ロ ッシ

ングともし、う。ダイヤモンド クロ ッシング， スリソプスイッチ，

シーサース クロッシングの 1. K 字タロッ'//グ

中央に使ffJする(凶ー1 ) 。固 A川匂 ，7"' __../' 

定式と可動式とがある。呉 市ー/'-~

線侵入を考慮して 8 番未満 一 ー ~ ---=司』で下戸ζ入ι
A 

は困定式を{使史削釧JlJ刊3 し ， 8時番以 ~入~可$色~
上は可動式を{使吏j朋H している。 \~1(]"・l-"~"よりナー
固定式のものを固定 K字ク

ロァ γ ソタ.と L 、 2 閤定 K字クロァ'/ './ 11 

う(図 2)。高マ巴

γ ガ γ鋳鋼のも

〆
11:4. 

のと普通レ ー ノレ ロ

を加工し組立て
血判吋 l碕崎・ザ件

たものとある。写兵一3 は交わる ffl

が 90' に近い〆イヤモ γ ドクロァ

シングで， この場合はK 字クロツ

シングとクロ ッ γγグとが同じ J[b

となる。K字クロッ γング 2 fil,j , IJ 

ロッシング 2 仰を135マソガン鋳鋼 3. K字クロ γ シング

で作り，つなぎ 4. 可動K 'i'ニタロ γ'/'/!/

合わせたもので

ある。可動式の

ものは可動 K 字

クロッシングと

いう(図-4) 。 可

動レール 4 本と

への字の形をし

たへ形レール 2

本よりなる (写

可由..... :;1 ヘ "''''-/V

~ 

包

J~-5)。可動レ ー ノレは~)遜

レ ー ノレを加工したものと ，

帽子形レーんを加工したも

のがある。帽子形レールを

用いたものを帽子形可動 K

字ク ロ ッシン グ という。 (木

下勝政)

け っ かくよ lま

ゲージストラット 5. K字タロツシング

(英)gauge strut IJ ロッ γ ソグ部のゲージ紡少を防止する裟

位。ガー ドレールは車両 ゲー ジストラッ ト

のため F ロ ッ γ γ グ側に 車川 内レψ

引張られる傾向がある。~? ~Iト一一一---<1ト一一一一骨.h r' ~r' 
これを防止するための心 ι~ ~ ι-== 

張縁である。ゲーダストラットのかわりに古まくらき.を使用す

ることもある。(木下勝政)

ゲー ジタイ (英)gauge t冾 軌聞の鉱大を防止する装置。レー

ノレ底部に取付け，左右レールの間隔をターンバッ クノレてe調節す

るようにしたもの。

一般の軌道では現在ほとんど使用されていないが，コンク リ

ー ト道床区間で短枕木(ま く らぎ)使用箇所に用いられている。

(木下勝絞)

ケス 本来は機関車牽引(けんいん)定数の略称であるが，同 JI寺

にその転化した列車輸送力の窓に解せられている場合が多い。

すなわちし甲 ・ 乙以聞のケスが足りない1 ということは L甲 ・

乙駅間の列車輸送力が不足している1 窓でゐる。ー」軽量閥単牽

引定数。(菅野太次)

げすいき ょ 下水渠 小水路が線路を徴的iするとき ， 線路両日IlJ

の水路底と施工ii主固との高低差が少なく ， およそ 75cm くらい

より以下で，管類を敷設するのに

十分な土かぶりが取れない場合，

したがって平坦部の低い築堤や í

切耳支部分の側溝を連絡するような

場合に設ける U字型または箱型の，

i圭間 1 m 未満の断聞の建造物。続 下水昔話

築材料は古くはれんが，石が用いられたが，現在はもっぱらコ

γ タリ ー トで造られる。径間は軌道整備心得に定められる枕木

(まくらぎ)配位の上から 30cm ， 45cm とし必要に応じて 2 í圭惜し

3 径聞にすることもある。(尾崎寿)

けせんぬません 気仙沼線 大船渡線気仙沼駅から分岐し，

本音に至る 21.6km に，途中， 南気仙沼以から分岐して気仙沼

港駅に至る1.3km の校線を含む合計 22.9km の線。東北線の支

線であり，総路等級は丙線である。南気仙沼 ・本吉聞は昭和 32 ・

2 ・ 11 開通。いわゆる三陸縦貫の予定総の一部をなしている。

(森悌持)

けっかくよぼうき ゅう ふ 結核予防給付 (国鉄共済組合)

共済組合員やその被扶養老の結核性疾病を予防するため，国

家公務員共済組合法の法定給付のほかに， 短期経理からの繰入

金を財源として昭和 27 ・ 5 設けられた。

1 給付

組合員やその被扶技者が，直営医療殴|誕1. 契約医療後|刻およ

び保健所において結核予防のため，検診を受けた場合および自

然陽転をした組合員に抗結核剤(パス糖衣錠)を!J1l用させた湯合，

その費用の全額を組合で負担する。

2 給付の範凶

(1) ~ベノレクリ γ反応， 赤血球沈降速度測定およびかくたん

等の各血検査。
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